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救 急 部
A　欧　　文

A-a

 1. Yamashita K, Fukusaki M, Ando Y, Fujinaga A, Tanabe T, Terao Y, Sumikawa K: Preoperative administration of intravenous 
flurbiprofen axetil reduces postoperative pain for spinal fusion surgery. J Anesth 20: 92-95, 2006

B　邦　　文

B-a

 1. 安藤優子，寺尾嘉彰，福崎　誠，高田正史，山下和範，高田美和子：高いPEEPを併用した分離肺換気によって救
命し得た大量気道内出血を伴う外傷性肺挫傷の一症例 .日本集中治療医学会雑誌 13: 69-70, 2006

 2. 安藤優子，寺尾嘉彰，山下和範，藤永有博，田邉孝大，福崎　誠：熱傷患者における微量アルブミン尿の経時的変化．
麻酔 55: 897-899, 2006

 3. 高田正史，福崎　誠，都　正彦，寺尾嘉彰，山下和範：Failed back surgery syndrome，腰椎椎間板ヘルニアおよび腰
部脊柱管狭窄症の腰仙部神経根性疼痛に対する神経根ブロックの長期効果．日本ペインクリニック学会誌 13: 1-7, 
2006

 4. 長谷敦子：メディカルコントロールの現状と問題点．3医師の立場から－2．日本病院学会雑誌 53: 1305-1311, 2006
 5. 長谷敦子：手術室から救急医療へ飛び出した麻酔科医からの提言－麻酔科医と救急医の共存共栄を－．麻酔 55（増

刊）: S114-S116, 2006
 6. 藤永有博，寺尾嘉彰，山下和範，高田正史，安藤優子，福崎　誠：低用量ヒドロコルチゾン投与療法が有効であっ

た慢性関節リウマチ患者での敗血症性ショックの一症例．日本集中治療医学会雑誌　13: 251-252, 2006
 7. 山下和範，寺尾嘉彰，稲冨千亜紀，高田正史，福崎　誠：鎮静深度と酸素消費量との関係　－炎症反応の強さによ

る比較－．麻酔と蘇生 42: 25-29, 2006

B-c

 1. 中尾功二郎，矢野かつ介，長谷敦子：内分泌クリーゼと不整脈．（瀧　健治（編）：不整脈の鑑別と治療方針，救急
医学 8　へるす出版，東京，pp. 949-953 所収）2006

 2. 丸川征四郎，川前金幸，長谷敦子，丸藤　哲：AHA　心肺蘇生と救急心血管治療のためのガイドライン2005（訳）第
10章　特殊な蘇生状況．第3節，第4節，第5節，第6節，第8節，第9節　監修：日本蘇生協議会， 2006　

原著論文数一覧

A–a A–b A–c A–d 合計 SCI B–a B–b B–c B–d 合計 総計
2006 1 0 0 0 1 0 7 0 2 0 9 10

学会発表数一覧

A–a
A–b

合計 B–a
B–b

合計 総計
シンポジウム 学会 シンポジウム 学会

2006 1 0 2 3 4 3 9 16 19

原著論文総数に係る教員生産係数一覧

欧文論文総数
論文総数

教員生産係数
（欧文論文）

SCI掲載論文数
欧文論文総数 

教員生産係数
（SCI掲載論文）

2006 0.1 0.333 0 0
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Impact factor値一覧

Impact factor 教員当たり Impact factor 論文当たり Impact factor

2006 0 0 0


